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第一革緒  言

第二軍徴毒血清反藤（主トシテ王氏反騰）ノ

   襲現二就テ

 第一項病原誰感染トワ氏反騰

 第二項 各種「リポイド」亜ミ家兎睾丸粥チ

    以テ免疫セル場合ノワ氏反騰

 第三項「コレラ」菌及ビ「チフス」歯「リポ

    イド」ノ各種ワ氏反騰陽性血清二

    勤スル航原性

第三章 ワ氏反騰陽性血清ノ性状二關スル質

   験

第■革緒

次

 第一項 「サルパルサy」ノエ氏反慮二及ボ

    ス影響

 第二頂溶血反躍二就テ

 第三項 吸妓試験二就テ

 第四項 耐熱性二就テ

 第五項 被験血清中二合マルル「リポイド」

    量並ニソノ蛋白質成分二就テ

第六境 ワ氏抗原ノ各「フラクγヨン」チ以

    チノ賢駿

第四章 総括及ビ緒論

   文  厭

目

 余ハ徽毒「フラムベシア」，鼠咬症等ノ「スピロヘータ」及ピ「トリパノゾーマ，ガンピエン

ぜ」テ家兎，海猿，「マウス」等二感染セシメ傍ラ各種「リポイド」並二正常及ピ徽妻家兎睾丸

粥テ皿チコレ等動物ノ冤疫ラ試ミ，英ノ血清學的愛化テ詳細二吟味観察シ所謂王氏反騰物質

ノ本態考察二費セント欲シクリ．

 今全編ノ威綾テ総括スルニ及ビ更二二三ノ實験テ追加シテ之二余ノ私見ヲ加へ以テ江湖諸

彦ノ御世制テ侯タントス。

     第二章 徽毒血清反藤（主トシテワ氏反藤）ノ襲現二就チ

            第・項 病原髄感．染トワ氏反騰

 家兎二於ケル成績余ノ使用セル3種ノ「スピロヘータ」及ビ「トリパノゾーマ」八家兎二感

染後何レモ睾丸炎テ嚢シ，次デ約1週間テ経テ手心「エキス」及ピ海狭心「エキス」二部シ補誰

結合反嬢陽性二現レ，又同時二機ネマ氏反悠陽性テ呈シクリ．然レドモ各「スピロヘータ」感

染家兎ノ血清反旛ノ消退期ハ感染病原鐙ノ種類二俵リ多少ノ遅速アリテ，徽妻家兎二於テハ

最モヨク睾丸症状ト平行シテ消長テ示シ，ソノ血清反磨ハ症状ノ消退後約1週間ニシテ消失
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スルチ常トセリ、「フラムベシァ」及ビ鼠咬症家兎ハ睾丸症状ノ満退後長柳二夏リテ血清反確

陽性テ持綬シ，燭リ「トリパノゾー千」家兎ハ症状及ビ血清反騰ノ極期二鋸死スルモノ多キラ

以テソノ消退期ヲ明ニスルテ得ザリキ．

 一般ニゴレ等「スピロヘータ」及ビ「トリパノゾーマ」感染家兎二於クル皿1清反騰ハ其ノ臨床

症状ト極メテ密接ナル開係テ布シ，症状消退後早晩血清反騰陰性二移行シ人類ノ潜伏徽毒時

二見ルカ地ヰ陽憧血滴反旗ノ状態テ作ルコトヲ得ズ．

 海慎二於ケル威綾余ノ使用セル4種ノ病原鑓中徽毒及ピ「フラムベシア」「スピロヘータ」

ハ何・ノモ海猿陰部二著明ナル症妖ラ星ス・ハモ（200日以上症状テ持続セシモノアリ）ソノ血

清反鷹ハー度モ陽性ヲ星セズ．

 鼠咬症「スピロヘータ」友ビ「トリパノゾrマ」テ感染セシメタル海狽ハ共二臨床上比較的著

明ナル症状テ星シ，一定期間ノ後錐死スルモノニシテ後者接種ノモノハ前者接種ノモノニ比

シテ概シテ早期二死亡シクリ．而シテ前者二社リテハ感染後約2遼間前後（10－23日）ニシテ

手心「エキス」二対スル「レアギン」ヲ証明シ得タルモノアレ共後者二於テハ管テ血清反鷹ノ陽

性トナレルヲ鋼ラズ．

 期ノ如ク徽毒及ビ「フラムベシア」感染海撰ノ血清反騰ノ滞二陰性テルハ專ラ動物ノ個性二

基囚スルモノナランモ，徽妻家兎二於テ箪二外表二於ケル初期硬結ノミ著明テルモ英ノ血清

反騰ノ始終陰性テルモノァルヲ億ヘバコレ等「スピロヘータ」感染海狡ノ血清反騰ノ陰性ナル

パソノ臨床的症状ノ離リニ外表的テルニ因ルニ非ザルヤ．而シテ鼠咬症「スピロヘータ」及ビ

「トリパノゾーマ」感染海撰ノ比較的著明ナル症状ヲ星スルニ拘ハラス，前者二於テハワ氏反

騰陽性テルモノァレドモ後者二之テ見ザルハ是非ソノ個性二麟スル所甚犬ナランモ前者二於

テハー般二後者二於クルヨリモ臨床症状著明ニシテ然モ比較的長期二五リテ之テ持綾スル二

反シ後者ハ臨床的症状ハ前者ノ如ク強カラズ，且感染後早期二死スルヲー以テ抗鰹護士ノ饒硲

ナキニ因ルベシトモ想像セラル・ナリ．

 然レドモ｛1〕中澤及ピ田中カワ氏反旛ノ護主機榑二關スル研究二當リ鼠咬症「スピロヘー

タ」テ用ヒテノ實験二於テー血清反騰ト臨床的症状トハ不可分ノ麗係ヲ有シ，臨床的症状ノ護

現スル動物二於テノミワ氏反旗陽性けルデ主張シωWei1u，Bra㎝ノ自家抗誰説デ賢験

的二護明シ得タリト唱フ1ノドモ余ノ賛駿ノ威綾ヨリ論ズレバ絢考慮テ要スベキモノト思考セ

ラル・ナリ．

 「マウス」二於ケル戒綾「マウス」二於クル徽毒感染嚇責ハ鼠咬症及ビ「トリパノゾーマ」ノ

場合二比シ甚ダ不確實ナルテ皿テ余ハ章二鼠咬症「ス．ピロヘータ」及ビ「トリパノゾーマ」感染

「マウス」二就デノミ實駿ラ行ヘリ．今コ1ノ等ノ畷尿症状ラ観ルニ鼠咬症「スピロヘータ」感染

「マウス」ハ何等症状テ呈スルコトナク長ク病原髄矛騒内二保有シ「トリパノゾーマ」感染「マ

ウス」ハ感染後4－5日ニシテ菌血症ノ下二蜷死スルヲ普通トセリ．サレド「マウス」ハコレ

等病原髄ノ感染二部シソノ髄内二航髄テ護生スルコト甚ダ困難ナル動物ニシテソノワ氏反騰

ハ常二陰性二絡レリ．
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    第二項 各種「リポイド」並二家兎睾丸粥テ皿テ冤疫セル場合ノ三氏反騰

 家壊三変乞」幽蟹 ‘帥Landst6iner u・S1mmsノエ氏抗原ヲ以ナセル「リポイド∫冤疫ノ研

究ハ從來久シク迷宮二入レルワ民反廠ノ本態ノ説明二一ツノ曙光テ翼へωS・chs，K1oPst㏄k

u．WoiIハ寛二家兎臓器「リポイド」ト豚血清トヲ皿テ家兎ヲ冤疫シエ氏反騰陽性タラシメ

ェ2〕Wei1u－Bmmノ自家抗鐙説テ承認セリ．

 余モ亦家兎ノ心臓，肝臓，腎臓，睾丸，筋肉等ノrリポイド」二豚血清テ混ジテ家兎テ冤疫

シテエ氏反騰陽性タラシメ，街豚血清二代7ル二人，馬等ノ血清ヲ混和シタルモノナ以テ同

様ノ成績テ牧メタレドモ家兎血清叉ハrチアス」菌チ混和シテ冤疫セ）レモノハ陰性二終リ，正

常家兎睾丸粥及ビソノrリポイド」箪糧ニテ家兎ヲ免疫セシモノニ於デモ亦陰性ノ結果ヲ見タ

リ．。然レドモ徽毒性愛化ノ著シギ家兎睾丸粥及ビ葉ノrリポイド」軍燭テ注射シタル家兎ノ大

多数ハワ氏反騰陽性テ呈シ，rコレラ」菌rリーポイド」軍猜ニテ家兎ラ冤疫シタルモノモエ氏反

騰陽性二出デタリ．但rコレラ」菌rワクチン」（1．0c．c．一白金耳，全菌騒浮涛液）テ毎日1・0c・c・

宛2週間連続注射シ最後ノ注射ヨリ3日，5日，7日，10日目毎二探血検査セルモノハ凝集

便ノ高債テルニ反シソノワ氏反騰ハ常二陰性二終レリ．愉豚睾丸rエキス」二家兎血清或ハ豚

血清テ添加シテ家兎テ冤疫シrリポイド」免疫ノ成立二Sch1epPerトシテ用フル蛋白質ハ被

冤疫動物二対シ常二異性タルテ要スルチ知レリ．耐シテコノ際添加スベキ蛋白質ハ複雑ナル

構造ヲ有スル異種蛋白騒ナルテ要スルモノ・如ク，手心「エキス」二「ウィッテ，ペプトン」テ

添加セルモノテ以テ冤疫セル家兎ハ3頭巾1頭二於テ可ナリ著明二，1頭ハ極健二Z只反騰

第一表 「ペプトン」ノSch1epPer作用二就テ

血滴稀解倍数
注鋤抗原 家兎番號 一L           一  一L    ■    ⊥ 一 皿 ⊥止u    一皿1…           I 【 I 山   ⊥   I

8 16 32

マ氏反騰］

1 2 4

手心rエキス」加ウイツテ 15 1甘 一 一 一 一 一 十

16
■ 一 一 一 一 一 一

「ペプトン」 17 榊 榊 柵 ・ ■ 一 十
一

手心rエキス」
ユ8

一 一 ■ ■ 一 一 ■

加照内 19
一 ■ 一 一 ■ 一 一

「ベブトy」 20
一 ・ ■ 一 一 ■ 一

註．反騰．用抗原ハ手心「エキス」

家兎番號1

@  i・
血清稀躍倍数

注射抗原 反騰抗原
2 4 8 16 32 64ユ28

手心rエキス」加クイツテ 1％ウイツテ ■⊥一』一   」■
15 榊 舳 柵

十十 十 ± 一 一

16 州 柵 舳 冊 什 十 一 一
 ■茶yブトy」 「ペプトン」水

17． 柵 州 榊 甘 士 一 一 一

…
0 一 一 I一

18 舳 舳 冊一十 ± 一 一

■一」ユ

[手心「エキス」 1％照内氏

加照内 19 柵柵堵 ± 一        一 一 一
Lペプトン」 トフトン」水 20 冊 十十 十 ± ・         1 一 ．
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陽性テ呈スレドモ他ノ1頭ハ金ク陰性二絡リ，照内「ペゾトン」テ使用ゼルモノニ於テハ総テ

陰性ナリキ（箏1表）．

 即自家臓器「リポイド」二異種蛋白質テ州ベテ家兎テ免疫スル時ハωSacbs，K1opst㏄k u．

We11等ノ云ヘル如ク自家航髄諭テ是認スルチ得タレドモ余ノ實験二俵リ「リポイド」冤疫ノ

成立ハ箪二或穣パ、リポイド」ノミニテモ完結セシメ得ルモノニシテ徽妻家兎撃丸「エキス」友

ビ「コレラ」菌「リポイド」箪濁ヲし以テ家蒐テ冤疫シテワ氏反旛陽性モナシ得タリ．

 而シテコノワ氏反磨ノ陽性トナレルハ徽妻家兎睾丸「エキス」二於テハ其ノ中二合マルパ

「ス・パ・」ノ「リーポイド」或ハ「スリ寸・」ノ感染ニョル睾丸ノ炎術性分解産物ノ蟹生二基因スルモ

ノト考ヘラル・モ「コレラ」菌ノ如キ細菌性rリポイド」ノミテ皿テワ氏反旗陽性タラシメ得ル

ハコノ種ノ研究上進興味多キモノニシテ｛5〕F．Klopstockガ「スリ寸・」軍濁ニテ家兎ヲ冤疫シ

ワ氏反麿陽性タラシメ又㈹Landsteiner u．Scheerガ死滅「トリパノゾーム」テ家勇二注射シ

テワ氏反鷹陽性タラシメタル實駿ト対比シテ注目スベキ事費ナリトス．

 荷余ハメルク製「レテ・ン」及ピ「ヒョレステリン」二豚血清テ混ジテ家兎チ冤疫シタルニ含

燐類脂誰ナル前者二於テワ氏反癬陽性テ見，非合燐類脂髄ナル後者二殆ドワ氏「レアギン」ノ

護士テ見ザルテ知リ（第2表），「コレラ」菌rリポイド」ハ軍濁ニテワ氏反騰陽性タラシメ得ル

モ「チフス」菌「リーポイド」ニコノ性質ナ手八爾「リポイド」中二合マル・含有燐重二四ルモノニ

     第二表  「レテ・ン」及ピ「ヒヨレステリン」ノ造抗髄性二就テ

家兎 血蒲稀解’倍籔
控対抗原 【」1：11＝21：41＝81：161＝321：64L1281＝250

マ氏一

番號 反騰
■

一」        」            …     』 川LL

・i！ 冊
榊 舳 洲 州 十 一 一 一 十

r1ノテチy」 1O 州 柵 柵 珊 舳 5p ■ 一 ■ 十

11 州 州 舳  榊 舳 宛 一 一 一 十

12 1＋
P土

一 一         一 ■ ・ 一 一 ■ 一「ヒ・1ソス
ユ3

一
一          一

口 一 一 一 一 一
テリン」 14 ■1  一

’ ■       一 一 一 ■ ■ 一 ■i

            誰．反醸用抗原ハ手心「エキス」
 rレチチン」ハ10％，rヒヨレステリン」ハ飽和酒精溶液チ作リ，コレチ度理的食麗水ニテ10倍

二稀礫シ更二豚血清チ10分ノ1量加へ，毎日2c・c・銃2週岡蓮綾静脈内二桂射ス・

家兎1 血清稀繰借敷
注射抗原

番號」
［十一一一一一’一■

P・・・・・・・・・・・…川・・・・・・…um・

一
9 幸 州 舳 舳 州 州 拙  一 一

    一茶激`チン」1 10 州 舳 刊糾 朴 舳 →舳 舳 州 甘 ・
I1 十糾 榊 w 洲 十冊 朴 州 拙 一■         I       ■ I 1

一
L        一 一   一        一  ’■一 ■  I   山

    112rヒヨレス1 ■

eリン」1’31
@   1141

冊 舳 土 ■ 一 C 一              一

一

州 什 彗p ’ 一 ， 一
一           ■

・

1冊 冊 十 ’ 一 一 6 ■           ・

一

註．「レチチン」ハO・06％「アルコール」溶液，「ピョyステリン」ハO・025％「アルコール」溶液チ

 各生理的食麗水ニテ6倍二稀癖セルモノテ反瞳用抗原トナセリ．
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非ラズヤトノ凝間テ生ジコノ方面ノ實験テ行ヒダルモ両者共二含有燐脂饅ニシテ其ノ間殆ド

差異ナカリキ．倫「レテ・ン」ノ抗原椎ノ「ヒョレステリン」ノ夫二比シテ大テルハ既二〔ハ須

藤ノ報告セシ所トー致スルモノナリ．

 海撰二於クル成績 各種「リポイド」二豚血清テ混ジテ之テ海狸ノ腹腔或ハ心臓内二注射

シ，注射量ノ多キバ賢二抗原量34．0c，c．二及ベドモ絡二何等陽性成繍ヲ待ル能ハズシテ海猿

ハ「リーポイド」冤度上蓬不適當ナル動物タルテ経験セリ．

 即以上述ペタル實験ノ結果ヨリ家兎二於ケルワ氏反騰ハ各種ノ「スピロヘータ」及ビ「トリ

パノゾーマ」ノ感染二体リテ陽性二現1ノ，撚モソノ臨床的症状ト密接ノ開係テ有スル事及ビ

自家臓器「リポイド」二異種蛋白質テ混ジテ家兎テ免疫スル時ハ同様ニワ氏反麿陽性二現ハル

・事等ヨリ観テωW・i1u，B・aunノ彼諭テ實験的二讃明シ得クル如ク思惟サルバモ他方

徽妻家兎睾丸粥及ビソノ「リポイド」軍燭ニテ叉「コレラ」菌「リポイド」寧燭ニテ冤疫セシモノ

ニテモワ氏反騰陽性二理ハル・瓢ヨリ観テ兵ノン氏反魔ハ｛5〕F．K1opstockノ提唱スル如ク

「スり寸・」二体ルー種ノ病原特異反旗ナリトモ想像シ得ヂルニ非ズ．

        ミ事三工貢 「コレラ」i麺及ビ「チフス」菌「リポイド」ノ名・1薩

             ワ民反騰陽性血清二対スル抗原性

 「コレラ」菌「リポイド」軍濁ニテ家兎ラ冤疫スル時ノッ兵反鷹陽性トナシ得レドモ「チフス」

菌「リポイド」ニハ典ノ作用ナキコトハ既二前述セシ塵ナリ．然レドモコノ爾細菌倣「リポイ

ド」ノワ氏反旗陽性血清二割スル態度二就ヰテバ末ダ論及セチリキ．余八本項二於テ「ス・

パ・」，嵐咬症「スピロヘータ」，rフラムベシア，スピロヘータ」「トリパノゾー甲」感染家兎血

清及ピ徽護人並涛二勤スルコノ爾「リポイド」ノ抗原性テ検シタルニ第3表及ビ第4表二見ル

如ク「コレラ」菌「リポイド」ハ「チフス」菌「リポイド」二比シ抗原性甚ダ大ニシテ各ワ氏反鷹陽

性血清ト比較的強度二結合シ補髄結合反確陽性テ呈；ペル二反ジrチフス」菌「リポイド」ハ徽寄

人血清二対シテ殆ド金ク補麓結合反旗陰性ヲ呈シ，他ノワ氏反旛陽個1家兎一血清二部シテモ其

第三表  「コ・ノラ」及ビ「チフス」菌「リポイド」ノ各種

      ワ氏反嬢陽性家兎血清二対スル抗原性

血清 家兎 血清稀緯借藪
種類 番號

反腰抗原
1 2 4  8 16  32 64 128 250

1’
¶ 皿   ’ 1 一              ■

手心rエキス」 冊 舳 朴  舳 榊  冊 舳 拙 ■

N75 「コレラ，エキス」 冊 榊 柵  州 洲  州 →・

一 i
徽 「チフス，エキス」 州 舳 冊  舳 舳  一 ・ ■ 一

毒 、、に桑；1  けチ1ス，一キ列
舳 洲 柵  十 ・           一

一 i 一家
榊 柵 州  ± 一           ．

’ 一 一
兎

± 一 一         ■ 一           ■

一 一 ‘
血

．清 手心「エキス」 舳 柵 榊  州十 舳  冊 紺 一 一

N173 「コレラ，エキス」 榊 朴 舳  州 冊  十 土 ■ 一

「チフス，エキス」 糾 州 冊 州、 十  口 一 ■ 一

一’’一 ■
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手心「エキス」 舳 冊 柵 糾 一 一 一 一 ■
鼠
咬

1o rコレラ，エキス」 洲・ 朴 朴  十 一 ■ 一 一 一
症 「チフス，エキス」

十土一一一一一一一家
兎 手心「エキス」 冊 冊 舳 冊 柵 舳 舳 ■ ■
血
蒲

162 rコレラ，エキス」 冊 榊 州 舳 朴 ■ 一 ・ ・
「チフスーキス」 舳 冊 冊 十 一 一 一 一 一

「
手心rエキス」 冊舳柵珊1土■一一・ト家

リ

1 「コソヲ，エキス」 冊 什 ± 一 一 一 一 一 一
パ兎 1チフス，エキス」 排 十 ■ 一 一 一 一 ． 一
ノ

ゾ血 手心rエキス」 拙 柵 柵 舳 冊 甘 一 一 一一

マ清
2 rコyヲ，並キス」 柵 舳 冊 淵 ± 一 ■ 一 一

」 「チフス，エキス」 冊 柵 十 一 一 一 一 一 一

手心「エキス」 冊榊冊柵上一一一一フ家 109 rコ1ノラ，エキス」 冊 什 十 一 一 一 ・ 一 一
一7・兎ム

1「チフス・エキス」 ± 一 ’ ・ 一 一 ・ 一 一
ヘシ山

手心rエキス，1 柵舳冊柵冊十一一一芒溝 121 rコレラ，エキス」 榊 州 什 ± 一 一 一 口 ・
「チフス，エキス」

朴上一一一一一一一
第四表 「コレラ」及ビ「テアス」菌「リポイド」ノ徽寄人血清二勤スル航原性

血清番號

1

2

3

4

反騰抗原

牛心「エキス」
「＝1レラ，エキス」

「チフス，二■＝キス」

手心rエキス」
「コレラ，エキス」

「チフス，エキス」

手心「エキス」
「コレラ，エキス」

「チフス，エキス」

手心「エキス」
「コレラ，エキス」

「チフス，エキス」

血清稀癬倍野
5 10     20     40     80 160

冊
十十

冊  一  一  一
±  一  一  一

榊

珊

州  冊  仲  ■
・冊  十  一  一

冊

榊

榊

榊  珊  珊  十
舳  州  土  一
冊  十  一  一

州

仲
舳  ；P 一  一
仕  一。 一  一

ノ反騰程度ハ前者二比較シテ著シク減弱セルラ見タリ．

    第三章 ワ氏反藤陽性血清ノ性状二關スル費駄

本章二於テハワ氏反騰陽性ナル諸種病原鰐感染家兎血清ト「リポイド」免疫家兎血清トノ比

較テ行ヒソレ等血清申二合有サル・ワ氏反旗陽性物質バ雌伏テ吟味セント飲ス．

    第一項「サルバルサン」ノワ氏反鷹二及ボス影響

一般二鐵毒ハrサルバルサン」ノ注射二依リ治癒二越キ，ソノ血清反騰モ潮時陰性二移向
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スルハ今日普ク認メラ1ノタル事費ニシテrサルバルサン」注射二体ル疾病ノ治癒如何及ビ血清

反騰ノ漁夫如何ハ延テ該疾病没ビ血清反鷹トrサルバルサン」トハ密接ナル開係ニアルテ指示

スル毛ノナリ．

 今各種ワ氏反騰陽性血清ノrサルバルサン」注射二体ル影響テ観察スルニ跣二述ペタル如

ク徽毒，「アラムベシア」，鼠咬症rスピロヘータ」及ビrトリパノゾーマ」ノ感染ニョリワ氏反

騰彊陽性テ呈スル家兎ハ「ネオ，サルバルサン」「プロキロ」O．075瓦宛隔日3回注射スル時

八家兎二価リ多少遅速ノ差コソアレ，何レモ最後ノ注射ヨリ2－3週間ニシテ症状ノ消退ト

件ヒ三氏反騰ノ消退スルチ認ムルニ軍シ「リポイド」テ以テ冤疫シタルエ氏反腔陽性家兎二之

ラ注射セシモノハ何レモソノ影響テ享クズ．

 戴二於テコノ「サルバルサン」二対スル相異ノ如何ナル理出二基クヤヲ考察スル二人工「リ

ポイ～冤疫家勇二於テハ合理的ナル冤疫法ニョリ適當二「レアギン」産生母地テ刺戟スル二

反シ病原騒感染動物二於テハ間断ナク病竈ヨリ蓬出セラル・抗原ニョリテ航誰産生母地ガ過

重二刺戟セラレテ休息スルモノ暇ナク，疲努シナガラ漸クニシテ「レアギン」テ形成シッ・ア

ルテ以テ此慮二「サルバルサン」テ注射シテ抗原護士ノ源泉テ絶滅スレバ急激二抗髄ノ産生テ

停止スルモノニ非ルカ．

 工3〕柳橋ハ嘗テ家兎二於テ各種溶血素産生ノ経過テ研究セシニ｛尤原住鮒ヲ反螢スル時ハ始

メハヨク溶血素テ形成シタルニ拘ハラス3回以上ノ注射ヲ反覆スルト手八終二溶血素ノ硬ノ

次第二低下スルチ報告セシコトアルヲ思ヒ余ハ．ヒ述ノ間題テ解決センガタメ可及的病原鰐感

染動物ノ誰内二行ハル・機韓ラ襖倣シ各々3頭宛ノ家兎二1例3．0c．c．宛毎日3回（朝，正午，

夕）4週間二五リテ連綾シテ同一イ尤原テ注射シ，後突然抗原ノ還入ヲ中縄シテ血中z兵「レア

ギン」ノ消長テ検索シタルニー第5表二示ス如ク病原髄感染家勇二「サルバルサン」テ注射セ

ル場合ノ如キ急激ナルrレアギン」ノ消失テ示スコトナク，冤疫ノー般経過二於ケル如ク極メ

テ徐々二陰性二移行シ，時二最後ノ注射∋リ1ク月以上二夏ルモ可ナリ大ナル稀緯度二於テ

狗陽確テ星スルモノアルテ見タリ．勿論断ル實験ハ病原鰹感染動物騒内ノ機轄ト全然同一ナ

第五表 「リポイド」冤疫家兎血清中ノ反贋物質ノ清退二戯テ

桂家
諾確

反騰 採 血蒲稀緯倍数
血 ■ ’

原號
抗原 日 2 4  8 16 32 64 128 250 500

一
一’＾’        一

牛
1日 柵 柵 州 冊 冊 洲 士 一 一心

「工
5日 柵 舳 州 柵 朴 榊 ■ 一 一

キ
牛

10日  ■ 冊 冊 柵 珊 州 柵 一 一 一ス

し 心
・5ポ

加 「工 柵 州 柵 榊 十十

一 ， 一 一

豚
血

キ 20日 榊 柵 榊 一 一 一 ■ 一 一

蒲
ス

」 I 25日 榊 十 一 一 一 一 一 一 一
一’ i

號
30日 一 ・ 一 ■ ． 一 ■ 一 一1
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1日 柵 榊 州 柵 ± 一 一 一 一

5日 柵 榊 柵 舳 甘 ■ 一 一 一
牛

「
・・日「

珊 州 冊 冊 5p ・ 一 一 ■
レ 心
チ 「工

15日！
冊 拙 柑 一 一 ■ ■ ＾ 一

チ
ン」 一キ  1Q0日1 冊 ± 一 一 一 一 一 ・ 一

加

スL

25日 5p 一 一 ■ ■ 一 ■ ・ 一

豚 30日 ・ 一 一 一 一 一 一 一 一

血
’二一・川一一．凹〇一

｛1

1日 冊 州 冊 冊 冊 冊 榊 土 一
清

5日 舳 珊 冊 舳 柵 柵 舳 什 一

九

「レ  一

1O日 榊 柵 冊 柵 州 柵 州 舳 一

チ！・5日 冊 榊 冊 ｝冊 榊 柵 冊 ‘ 一
號

チ
I

120日 冊 舳 榊 柵 州 柵 十 一 一

ソ」

25日 冊 榊 冊 州 一州 什 ． ■ ・

30日 i州州冊 一 一 一 一 一 ．

リド言ヒ得ヂ㍗ヲ以テ感染動物ト人工冤疫家兎血清内「レアギン」ノ「サルバルサン」二対スル

態度ノ相異テ直テニ爾「レアギン」ノ本質的差異ノ説明二流用セン、トスルモノニ非ザレドモ亦

以テ今後ノ硫究二倹タントスル所ナリ．

              第二項溶血反騰二就テ

 諸種ノ所謂ワ氏反磨陽性血清二就ヰテ山羊，緬羊，猟，鶏，牛及ビ人血球二対スル溶血素

ノ有無双ピンノ増減テ強セシ』徴毒，「フラムベシア」，「、リパノゾー÷」等ノ病原髄テ感染

セシメシ家兎二於テハ感染前二於ケル正常溶血素ト感染後ノ溶血素トハ何等差異ナキモ，鼠

咬症家兎血清二於テハ抗山羊溶血素ノ外緬羊，鶏血球二対スル溶血素テ著明二謹明スルタ

得，只一般7氏抗髄ノ共有スル猫血球二割スル溶」血素ノ産生ハ之ヲ認メザリキ．

 而シテ「リポイド」冤疫血清中ニハ家兎系動物臓器ノ「リポイド」ヲ皿テ冤疫セシ血清二於テ

ハ上記溶血素ノ産生ヲ認メザレドモ海狭心酒精「エキス」テ以テ冤疫セシモノニ於テハー般ニ

ブ氏抗髄二見ルト同一ノ溶血素ノ産生テ講スルラ得タリ．

 勘鼠咬症「スピロヘータ」感染家兎血清及ビ海狭心「エキス」テ皿テ冤疫セル家兎血清中ニハ

其ノ他ノワ氏反魔陽性血清ト臭リ7氏航麗ノ産生テ認メ得タリ．

              第…項 吸牧試験二就テ

者種プ民反魔陽陸血清テ手心「エキス」及ビ海狭心「工事ス」ノ両者タ以チ交錯的二吸牧スル

ニ徽毒「フラム’ベシア」，友ピ「一トリパノゾーマ」感染家兎血清並三家兎系臓器「リポイド」ヲ以

テ冤疫セシ家兎血清ハ前記爾抗原ノ何レテ以テモコノ雨音二対ス九「レアギン」ヲ：完全土吸牧

スレドモ，L鼠咬症家兎血清及ビ海狽心rエキス」テ以テ冤疫セシ血清ハ手心rエキス」ニテハ軍

ニワー氏「レ’アギツ」パラ吸収スルニ止リ，海狭心「エキス」テ以テ吸牧ズル時ハ爾抗原三勤ス

                  【蝿i
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ル航騒ノミナラズ，山羊，緬羊，鶏，猫等二勤スル溶血素デモ完全二吸牧除去シ得タ＝リ．是

即餓毒，「フラムペシナ」及ビ「トリパノゾー÷」感染家兎及ピ家兎系臓器「リポイド」テ以テ免

疫セシ家兎血清中ニハ軍ニワ氏「レアギン」バテ産生シ，鳳咬症家兎血清及ビ海猿臓器「リ

ポイド」免疫血清中二ハワ氏「レア令ン」ト同時ニブ氏「レアギン」テ産生スルチ立護スルモノ

ニシテ，鼠咬症家兎血清ト海狭心「リポイド」免疫血清トハ葉ノ性状甚ダ酷似シ明二他ノワ氏

反確陽性血清ト相違ろルデ示スモノナリ・

              第四項 耐熱億二就テ

 家兎ヲ使用シテソ氏反磨テ研究スルニ當リ正常家兎ノ有スル非特異性補誰結合反磨ノ除去

並二之ト：眞ノ7氏反騰トチ比較スルノ目的ニソレ等血清ノ耐熱性ヲ検シ以チコレ等相互間ノ

鑑別テ行ハ川スルハ比較的古クヨリ研究セラレタル慶ニシテ余モ亦本研究二欝リ各編二於

テ講紬二英ノ反騰物質ノ耐熱性テ研究セリ．

 今比較的補鐙結合便ノ均一ナル各種ワ氏反確陽性血清二就キナ其ノ耐熱性テ比較シタルニ

徽毒及ビ「フラムペシァ」家兎血清ハ英ノ耐熱性彊大ニシテク0度30分間加熱血清二於デモ筒能

クソノ4倍稀緯度ニテ陽性反騰テ呈スルモノ花ルノミナラズ各加熱湿度二比例シテ極メテ徐

々二反鷹度ノ低下スルチ認ムレドモ英ノ他ノ血清ハ60度二於テ翫二反騰度ノ低下テ認メ，加

熱温度63度二歪レハ著明二減弱シ，65度30分間ノ加熱二依リ最早補髄結合反膝陰性二移行ス

ルチ實験セリ（第1圏参照）．

第一圖  各種血清ノ耐熱性比較
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徴フ良7マ毒ヲ咬ポリ
家ム症イ ，。
兎へ家ドノ
血シ兎」ゾ
薄こ墨墨↓
 家  血」
 兎   清 家
 血     兎
 満     血
      蒲

           56   60   63   65   67   70   75

 リポイド」冤疫血清ノ徽毒及ピ「アラムペシァ」感染家兎血清二比シテ易熱憧テルハ後述ス

～レ手心酒精「エキス」7各「フラクツヨン」二分離シタルモノナ抗原トシテ得タル所謂三氏反騰

陽憧血清並三メルク製rレテ・ン」ヲ抗原トシテ得タル抗rレテ・ン」血清二於デモ同様二観察

シ得ル慶呈シテ從來ワ民反磨ト密接ノ關係テ有スルモノト思考サル・「工一テル」可溶「アヅエ

｝ン」不溶解唾「フラクツヨン」及ピ「レテ・ン」二罫スル抗血清二於デモ之テ65度二加熱干ル
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時ハソノワ氏反騰へ殆ド全ク消失スルモノナリ（第6表）．

      第六表 税「レテ・ン」血清ノ耐熱性二就テ

血清i Q加熱≡   血清稀曄倍数
番號1抗原 温度、」1 2 4 8 16 32 64

  56
牛

  60
心
r  63
工  ，

  65キ

ス   67
」

  70

舳

柵

舳

ρ

舳

柵

舳

ρ

柵

冊

井

柵

柵

舳

冊

十

19

O
O
％

「
レ

チ

チ

ン

L

56

60

63

65

67

70

  65
年

  60
心1r 163
エ1  65キ

ス   67

L
  70

柵

州

舳

榊

十

ρ

舳

舳

州

十

±

ρ

榊  榊

榊  州

冊  州

冊  併

ρI

榊

冊

冊

ρ

冊

柵

冊

榊

珊

冊

十

柵

朴

十

珊

冊

％

掬

糾

柵  ％

柵  9・5p

21

O、

○
六
％

つ

チ

チ

ソ

」

56  舳  冊

60  冊  柵

63  冊  冊

65  舳  冊

67  ＋  一

70 Pρ ・ρ

榊

柵

榊

什

冊

拙

冊

州

朴

5p

冊

甘

街徽毒血清二含有サル・ワ氏「レアギン」ノ耐熱性テルハ個リ家兎血清二於テ認メラル・ノ

ミナラズ，人血清二於デモ亦之テ立論シ得ルモノニシテ徽寄人血清ハ徽妻家兎血清ト同穣二

．「レアギン」含有量ノ多少二由リテ反磨消失温度二幾分ノ相異アレドモ加熱温度ノ上昇二体リ

ソノワ氏反騰ハ俄二消失スルコトナク徐々二低下消失スルモノナリ（第7表）．

 先年工9〕佐藤ハ沈降素質ト沈降素量二問スル研究ヲ嚢表シ冤疫血清中ノ沈降素〉贋ヲ現去

ニハ�H澤冤疫血清二遜降的稀耀抗原ヲ重暦シテ測定スル從來ノ沈降素債ノ外二街抗血清ヲ

            ri主コ
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第七表 徽寄人血清ノ熟低税試験
血清 加熱 血蒲稀曝倍鰍 血種 カロ温 血一蒲稀鐸倍数
橦類 温度 1248163264128250500 滴類 熟度 1248163264128250500

＝二一一一一一 @⊥        一

56 冊州冊舳州一一一＾一 56 柵柵州舳舳甘一一一一
中 60； 舳淵冊冊榊一一一一一 伊

60 舳柵・冊柵什一一一口一
63 冊州舳冊±一一一一一 63 冊洲榊耕一一一一一一
65 冊州朴料一一一一一一 65 1柵榊十一一一一一一一

O 67 〃μ舳一一一一一一一 O 67 一9ρ一一一一一一一一
70， ρρ片一一一一一一一 70 ρρ一一一一一一一一

！I I

56 朴冊冊一一一一一■一
56＝一

舳淵州冊州榊冊十一一
樫

60 冊冊一一一一・一■一 山
601 冊舳柵冊冊榊舳一一一

63 舳純一一一一一一一■ 63 舳柵舳淵冊十一一一一
65 冊上一一一一一一一一 65 冊冊柵朴耕一一一一一

O 67 ρρ一一一一一一一一 O 67 ρρ舳拙井一一一一一
70 μρ．一一一一一一一一 70 ρρ舳十一一一一一一
56 舳柵柵冊舳一一一一一 56 拙冊冊柵州柵什一一一

佐
60 州冊冊冊一一一一一一 佐

60 州州冊冊柵舳一一一一
63 榊冊十一一一一一一一 63 珊冊柵舳什一一一一一

｝一’

65 舳拙一一一一一一一一 65 冊舳冊耕一一一一一一
○ 67 〃μ一一一一一一一一 O 67 ρ〃冊一一一一一一一

70 ρρ一一一一一一一一 70 ρρ±一一一一一一一
＝■エニニI＿二＝＝㌃＝＝＝川一 IL…I @                                一「＝＝＝＝二＝

56 州州柵冊州榊什一一一 56 舳州柵州冊冊一一一一
大

60 冊柵舳柵冊柵一一一＿ 岩
60 州州榊柵±一一一一一

63 州朴舳冊拙一一一一一 63 州榊洲什一一一一一一
65 州榊冊州十一一一一一 65 榊舳冊一一一一一一一

○ 67 ρμ州耕一一一一一一
○ 67 ρρ冊一一一一一一一

70 ρ ρ 十代5p一 一 一 一 一  一 70 ρρ一一一一一一一一

56 ■榊柵冊柵一一一一一一 56≡ 柵冊冊榊僻一一一一一
混

60 冊榊十一一一一一一一 繭
60 州榊舳什一一一一一一

63 ・淵淵一一一一一一一一 6… 拙榊一一一一一一一一
65 ．冊一一一一一一一一一 65 州一一一一一一一一一

O I67 μρ一一一一一一一一 O 67 ρρ一一一一一一一一
70 1川一一一一一一一一 70 μρ一一一一一一一一

正常血清ニテ稀緯シテソノ各稀緯血清二就キ普通ノ方法ニテ沈降反騰テ検査シ，反鷹陽性ナ

ル抗血清ノ最高稀緯度テ以テ表ス所謂沈降素量ナルモノテ報告シ，コノ沈降素量ノ測定二体

テ主副沈降素テ明確二厚別シ沈澱子粒ノ糊犬及ビ微細ト雲フ現象干的確二説明シ，更二補騒

結合反騰ノ補鐙結合慣並二沈降素ノ熟抵抗憧ハ沈降素贋二千行セスシテ共ノ沈降素量ノ多少

、手平行スルコトテ護表セラレタ、リ．

 サレハ種々ノ艶二於テ沈降素ト相似スル補誰結合反確二於テ毛同様ノ關係ニアル可キバ容

易二推察シ得㍗財ニシテ余ハ補鵠結合素ノ債テ測定スルニ箪二上述來ノー方法テ貝テセズ，

種々ナル方面．ヨリ之ヲ測定シ皿テ徽毒及ピ「フラムベシア」血清トソノ他ノ血清トノ三氏反磨

ノ熱二対スル態度イ相異テ説明セント試言タリ。
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 兄ソ今日ワ氏反磨ノ強サテ稔スルニ第一次操作二要スル三要素ノ取扱ヒ方ニョリテ次ノ三

方法テ匿別スルチ得ベシ．帥（1）税原及ビ補饅ノ恒定量ヂ用ヒ冤疫血清テ遜降的二編緯シテ

溶血反騰テ阻止スル冤疫血清ノ最高稀解度テ槍スルモノ（普通法文ハ血清稀標法），（2）免疫

血清及ビ補鰹ノ恒定量テ用ヒ税原テ遮降的二稀緯シ溶血圧悠ヲ阻止スル航原ノ最高稀緯度テ

強スルモノ（Sachs民準），及ビ（3）免疫血清及ビ抗原ノ恒定量テ用ヒ補髄ノ種々量テ加ベテ

繍鐙消耗量テ皿テ瞼スルモノ（趾。Wn三㎎民法）是ナリ．耐シテ余ハ今日迄專ラ第一法二由リ

シガ上述ノ目的テ検セシガタメ更二第二及ビ第三法テ以テワ氏反確陽性血清ノ耐熱性ヲ測定

シクリ．

 先ヅ㈹佐藤ノ沈降素量ノ測定法二倣ヒ第一反ビ第二法テ合併シ，械饅ノ恒定量（二単位）

テ用ヒ免疫血清及ビ抗原ノ遜降的稀耀液チ交錯的二組合セタル検査法テ行ピタリ．担沈降反；

鷹二於テハ冤疫血清ノ稀澤ニハ當該航血清テ供給セルト同種ノ動物ノ正常血清テ用アレド毛

糸ノ場合ハ補髄結合皮鷹ナルテ以テ抗原ハ勿論冤疫血清ノ稀緯ニハ総テ生理的食盤水テ用ヒ

シモノニシテ英ノ威綾ハ第8表（自共ノー至其ノ五）二示スガ如シ．

 卸各實験中ヨリ夫々1例宛テ表示シテ以テ英ノ油綾テ観スルニ徽毒及ビ「フラムベシア」家

兎血清ノ耐熱性ハ常二「トリパノゾーマ」，嵐咬症家兎血清及ビ「リーポイド」冤疫家兎血清ヨリ

藩二強大ニシテ67度ノ加熱二耐ブルニ反シ，後三者ノワ氏反騰ハ共二63度テ境界トシテ俄然

消失スルチ見タリ．耐シテ56度加熱血清二於クル徽毒及ビ「フラムベシア」家兎血清ハ抗原稀

鐸側（佐藤ノ沈降素値二対悠スル補題繕合素贋トモ穣スベキモノ）ヨリ観ルモ亦血清稀緯側

（佐藤ノ沈降素量二対嬢スル補髄結合素量トモ穗スベキモノ）ヨリ観ルモ鼠咬症，「トリパノ

ゾーマ」，及ビ「リポイド」冤疫家兎血清ト殆ド同程度ノ債テ有スルニ拘ラズ血清加熱成績ハ

常二從來ト同一ノ結果テ示シクリ．コノ關係ハ他ノ實験例二於デモ同様ニシテ56度加熱血清

二於クル徽毒，「フラムベシア」家兎血清ノワ氏反騰ハ抗原稀緯側及ビ血清稀潔側ノ何レヨリ

観ルモ鼠咬症，「トリパノゾーマ」及ビ「リポイド」冤疫血清ノ夫弓リ低キ場合二於テスラ筒且

共ノ耐熱性ノ大テルモノナルテ實験セリー

 猶余ハコノ實験二於テ徽妻家兎血清ハ他ノワ氏反鷹陽性血清ト異リ抗原稀澤疫20－80倍ノ

所二於テ最適帯（・pdmヨle Z㎝e）テ示ステ知リタレドモ期ル現象テ以チコレ等各種血清ノ

差異テ説明スルノ材料トナシ得ルヤ否ヤバ愉精細ナル研究ラ重ヌルニ非ヂレバ断定シ能ハザ

ルモ此魔二記シテ以テ今後ノ研究二期スルコト・セリ．

 次二各種ワ氏反鷹陽性血清二就キBrowni㎎民法二段リテ補鐙ノ消耗量テ槍シタルニ（第

＝9表）之亦前述セルト同様ナル成績ニシテ徽毒及ピ「フラムベシア」家兎血清ハ熟二淘スル抵

抗性彊ク，鼠咬症，「トリパノゾーマ」兎家血清及ビ「リポイド」冤疫家兎血清ノワ氏反騰ハ63

度テ限度トシテ違二消失スルチ見タリ．

 勘以上述ペタル如ク何レノ検査方法テ以テ織スルモ徽毒及ビ「フラムベシア」家兎血清中ノ

ワ氏「レアギン」ハ常二他ノ免疫血清ノ夫ヨリモ熟抵抗性彊ク且加熱温度二平行シテ徐々二消

退シ決シテ墜略的二消失スルコトナカリキ．

                  I【197】
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血熱
：清温

加度

五

十

旗

十

度

六

十

崖

十

五

度

十

第八表 具ノー

徽養家兎血清洲熟試験

灘劉
稀倍数＼／

七1

度

6

工0

20

401
80＝

160

320

640

6

10

20

40

80

160

320

6

10

20

40

80

160

320

6

10

20

40

80

160

320

6

10

’20

40

80

160

320

2．5 5 10204080160320640

州舳柵州榊一一一一
州H冊州州w一一一一一
冊舳柵州州±一一一
．州柵舳州州κ一一一
≡冊州榊州州十一一一
1舳州朴判用一一一一
冊冊冊十十 昌p 一 一 一  一  一

十sp一一一一一一一

州舳洲冊冊一一一一
：榊榊榊榊料＿一一一

州｝拙｝嶺冊 冊H 冊冊 sp 一  一  一

州州州拙辮±一一一
冊冊珊廿一冊珊｛冊 ；P 一  一  一

州舳州片一一一一一
冊十sp一一一一一一

1榊榊柵舳一＿＿＿＿

一州柵洲州一一一一一
州一冊叶州十冊冊9．sp一 一  一  一

榊柵柵舳±一一一一
1珊用榊柵±一一一＿

珊榊十一一一一一一
1＋sp一一一一一一一

1冊州拙・p一一一一一

；w柵舳十一一一一一
1柵州冊せ一一一一一
州州舳信一一一一一
1州・冊出仕一一一一一

州十一一．一・一一
昌p一 一 一 一 一 一  一  一

冊冊一一一一一・一
・冊舳耕一一一一一一
冊｝そ冊｛冊9．5p一 一 一  一  一

冊舳舳甘一一一一一
冊冊榊上一一一一一
仕±一一一一一一一

第八．表  英ノニ

「7ラム・ベシアJ家兎血清ノ加熱試験

血熱
清温 i2，5 5 ユ0 20 40 80160320640

加度

五
6 一 舳榊州榊柵H冊一一一
10一 榊舳州州糾冊一一一

十
20 」 榊州榊冊舳w一’一
40 淵冊州柵柵H冊一一一

六
80 珊舳冊冊舳什一一一
160 柵冊舳冊±一一一一

慶
320 州洲冊一一一一．一一
640 十冊什一一一一一一一

■  ■  一 一   1』    … ．   0                                            一

@       一
六

6 州鼎舳冊榊㌶一一一
10 州舳’柵冊洲什」一一
20 州榊舳柵舳甘一一一

十 40 州w柵州冊拙一一一
80 舳冊冊舳耕一一一一
160 舳冊冊舳舛一一一一

度 320 冊榊±一一一一一一
二＿＿  一。一■．

6
六 舳舳柵柵舳一一一一

10 舳冊柵冊州一一一一
十 20 舳冊洲州榊一一一一

40 榊洲冊冊一一一一一
一一

80 舳柵柵榊一一一一一
160

度 榊耕一一一一一」’
320 併±一一一一一一一

6
六

，冊柵十一一一一一一
10 1冊冊冊一一一二一一

十 20 一州冊甘一一一一一一
40 柵舳％一一一一一一

五 80 榊什一一一一一一一
160

度
十十一一一一’一一一一

320 土一一一一ロー■一
6

六 珊舳一一一一一一一
1O 冊耕一一一一一一一

十 20 柵伸一一’一一一一
40 舳什一一一一一一一

七 80 拙十一一一一一一一
160 ±一一一一一一一山皮
320 6   一   一   ■   一   口   ．    一    一
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第八表  其ノ三 第八表 英ノ四

鼠 定家兎血清ノ加熱試験 「トリパノゾーマ」家兎血清！加熱試験

血熱 血清躍

蒲温 抗稀借
ｴ爆敷

2－5 5 10204080160320640
加虞

稀借藪

I ■
二二一二＝＿

五
6・ 舳朴珊榊冊片一一一
1O 舳冊舳舳榊十一一一

十
20 柵柵朴冊冊±一一一
40 冊榊拙併上一一一一

六
80 榊冊十±一一一一一
160 甘±・p一一一一．一一

旗
320 什土sp一一一一一一
640 十士5p一一一一一一

1■』■ 一’…                            ’  ‘

六
6 州榊榊冊柵十一一一
10 拙批柵舳朴±一一一
20 柵榊州榊十一一一一

十 40 柵什十一一一一一一
80 十±5p一一一一一一
160 ≡；P 一 一 一 一 一 一  一  一

度 320 一  一  一  一  一  一  一   一   ・

6
六 冊柵甘彗p一一一一一

ユ0 柵甘±一一一｝一一
十 20 十峠 十 ；P ・ 一 一 一 一  一一

40 ±一・一一・一一一
一H 80 一   一   一   一   一   一   一    一    一

160 一  一    一    一    一  一  一   一   ・

虞
320 ・  一  一  一  一  一  一   一   ・

6 一    一    一    一    一    一    ■    ．■．●  一

六
10 一  一  一    ■    一    一    一    一    一

十 20 一  一  一    一    一  一    ・    一     一

40 一  ■  一    一    一  一    一    一    一

五 80 一   一   一   一   一   ■   一    一    一

160 ロ   一   一   一   一   …             口

度
320 一 一 ■・ 一 一 一 i  一 一一

血熱
蒲温
和虞

五1

十

六

度

六

十

皮

六

十

虞

六

十

五

度

繍 2．5 5 10204080160320640

・1舳冊冊舳拙・一一
10    冊冊柵冊峠柵刊十列冊 一  ・  一

20    ’冊冊｝｝冊 冊＾・冊 →一 一  一  一

40    冊冊朴判冊 冊冊 十十 一 一  一  一

80    ｛冊冊峠十十荏 一 一’一  一  一

160 冊什；P一一一一一一
320    ＋÷ ＝1： 一 一 一 一 一  ＾  一

640

6

工0

20

40

80

160

320

6

10

20

40

80

160

320

6

10

20

40

80

160

320

1柵朴舳榊冊州一一一
1柵冊舳冊舳一一一
・冊冊舳淵什一一一一

州冊拙一一一一一一
1榊甘士・一一一一■
1≡；P 一 ・ □ 一 一 一  一  ■

「一一一一一一一■

冊丹十一一一一一一
冊十一一一一一一一
冊土一一一一一一一
寸一一一一一一一一

±一一一一・一一一
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  第八表   英ノ五
年心「エキス」冤疫家兎血清ノ加熱試験

囲1．

第九表 各種加熱一血清ノBmWni㎎

民法二体ル威綾

五

、十

六

度

6

10

20

40

80

160

320

640

舳柵冊一州榊舳冊一一
冊柵榊冊冊舳十一一
州柵柵榊州冊一一一
州州舳柵州±一一一
冊柵冊柵十一一一一。
朴柵什一一一一一一
冊冊 冊冊 5p ’ 一 ・ 一  一  r

郷社一一一一一一一

   6六
   10
   20
＋  40
   80
   160

度 320

淵冊冊淵柵榊上一一
州冊冊柵冊冊一一一
冊冊冊朴冊什一一一
冊朴洲冊一一一一一
柵甘十一一一一一一
十一一一一一一一一
十一一一一一一一一

十

∵
慶1

6

10

20

40

80

160

320

舳冊上一一一一一一
“冊 sp 一 一 一 一 一  一  一

冊冊9．sp一 一 一一一 一  一  一

十一一一一一一一一

十

五

度

6

10

・・

40

80

160

320

血清 加熱 補 麗 単 位
種類 温度 2468101214161820

徽
56 柵冊榊洲冊冊十一一一

毒 60 州舳州・冊冊好一一一一
家
兎

63 朴冊柵一一r－r一・・
血 65 冊柵耕一一一H一一■
蒲 6フ

朴十一・一一一一一・
1  一  一… ¶■一I1 一

?  L

フ家 56 ｛冊珊冊’冊｛冊朴十十≡≡p 一 一 一

一
二兎 60 枇珊珊冊柵十・一一一

63
べ、血ソ ．柵舳舳甘一一一一一一

65 柵珊冊一一一一一一一
こ滴 67 冊±一‘一一一一一一

鼠家 56 十代｛冊冊冊珊冊冊什“冊十十ミ；P 一 ‘

60 州舳州冊柵郷十一一一一
63 榊上一一一｝一一一一

血 65 ．   一   □   一   一   ■   ■   一   一   一

症清 67 ’   ■   一   一   一   一   ■   一   一   一

＝’一

u下家 56 冊榊州州冊什一一一一
リ

パ兎
60 榊舳榊冊冊一一一一一

ノ 63 柵什一一一一一一一一
ゾ血
I

65 ±一・一一一■一一一
マ滝 67 一   一   一   一   一   一   一   一   一   ■

．』

抗免
牛

’・・π舳舳舳用土一
心疾

．・・1州舳榊柵柵舳十一一
63 1 州榊±一一一一一一一
65 一   ・   一   一   一   一   一   一   ■   一

こ1清 67 ■   一   ■   一   ■   一   一   一   一   一

   第五項 被検血清申二含有セラル・「リポイドー」量並二蛋白質成分二就テー

余ハ上述ノ實験二満足セズ前記諸種ノワ氏反騰陽性家兎血清ノ補題緒合使ノ最高期二於テ

英ノ結合贋ノ相等シキモノテ撰ビ，該血清申二含有セラル・「リポイド」量並二蛋白質成分テ

検シ，コレ等各種血清間二存スル差異ノ起因テ探ネント欲シクリ．但「リポイド」量ノ測定ハ

主トシテ㈹（用B］oor等ノ法二則リソノ無水「工一テル，エキス」量テ定メ，蛋白成分ノ検査

ハP削frichノニFint・uch－Re舟五ktmet6・並二0・tw・Hノ粘欄計テ用ヒR・h工erノ圏テ改良セ

ルl11〕茂在ノ圖二体リ血清内二合マレ幻レrグロブリン」及ピrアルブミン」ノ割合テ測定セリ

（第10表，第11表）．

【20σ又
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第 十 表  血清申二於クル無水「工一テル，エキス」量

血清種類 家番兎跳 「エキス」量（9／d1）

徽    毒

「フラムペシア」

鳳  咬  症

「ト切パ”、マ」1

「リポイド」免疫敏

毒睾丸免疫

正     常

F 18

F 80

G1．79

G189
Gユ91
H gl

H 92

F 66

H 24

H 77

 153
F 17

II 3
H  5

H  g

H  11

H  12

1

2

3

1

2

3

18．

20

43

1

2

3

4

5

0．3125

0．3750

0．2000

0．2250

0．4750

0．1250

0．1875

0．1930

0．2000

0．1750

0．2000

0．2500

0．1250

0．2375

0．4125

0．2375

0．4125

0－8250

0．9100

0．8900

0．3ユ25

0．3500

0．3750

0．3000

0．2900

0．2600

0，2000

0．3375

0．1750

0．3250

0．2000

坪  均  償

O．27149／d1

O．18939／d1

O．26759／d1

0．87509／d1

0－34589／d1

O．28339／d1

O，24759／dI

 今其ノ成績テ見ルニ被論家兎個々二於ケル無水「工一テル，エキス」量ハ多少動龍スレドモ

ソノ平均｛賢二就テ之テ検スル時ハ「フラムベシア」家兎血清ノ｛ハ葉ノ憤正常ノモノニ比シテ

減少シ，ソノ他ハ網テ正常慎二比シ多少ノ増加テ示シ殊二「トリパノゾーマ」家兎血清ハツノ

増加著シクシテ正常家兎血清ノ約3倍ノ硬テ星シクリ．次デ増加テ示セルバ「リポイド」冤疫

家兎ニシテ徽奉及ビ鼠咬症家兎並二徽妻家兎睾丸粥テ以テ免疫セシ家兎ノ血清ハ共二相近似

セル威綾テ現シ，正常硬二比シ健二増加スルラ見ル．

 コノ威籏ヨリ各種ワ氏反騰陽性血清中ノ無水「正一テル，エキス」量ノ寡多ハ被検血清ノ種

類二体リソノ平均贋二幾分ノ相違アレドモ該血清中ノ「レアギン」バ性状殊干菓ノ耐熱唾トハ
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第十一表 血清中二於クル「グロブリン」，「アルブミン」ノ比

血清種類 家兎番號

敏    毒

「フラムペシア」

里  咬  産

トリ’“ノッ，マ」

「リポイド」1免雲≡…

敏毒睾丸冤寝

正  常i

F 18

F 80

G179
G189
G191

F 66
II 24

H 77

H  5

H 11

H 12

1

2

3

18

20

43

1

2

3

4

5

GI⑪b：Alub

64136

37＝63

77：23

57143

78：22

53：47

43：57

65：35

53：47

57：43

51：49

57：43

75：25

40：60

65：35

57：43

43：57

43：57

65：35

46：54

58：42

78：22

62：38

60140

72…28

平  均  償

63：37

54…46

54146

57：43

55＝45

51149

殆ド關係ナキモノニシテ鼠咬症家兎及ビ徽妻家兎睾丸粥冤疫家兎血清ノ如キバ徽妻家兎血清

｝相似セル威綾テ呈スルニ拘ラズ耐熱憧弱シ．

 各種破検家兎血清ノ蛋白成分モ亦無水「工一一テル，エヰス」ノ場合一於クル如ク同一属家兎

ノ個々間二百ナリ動揺スルモノアレド，ソノ平均便チ検スル時ハ各被検血清ハ正常家兎血清

二比シ総テ健二「グロブリン」率ヂ減少シ「アルブミン」率テ増加スルモノニシテ徽妻家兎血清

ノミ比較的正常ノモノニ近キ結果テ現シ，他八相互二峰々近似セル比率ラ赤シクリ．期ノ如

ク濁リ徽妻家兎血清ハ他ト異リ爾「フラクツヨン」ノ比率正常二近キバ多少興味ナシトセザレ

ドモコレ等被検血清中二於ケル「グロブリン」，「アルブミン」ノ比率開係モ亦前述セル諸種フ

氏反鷹陽性血清闇ノ性状差異ノ闇羽二勤シテハ左程期待スベキモノニ非ザルガ如シ．

        第六項 ワ氏抗原ノ各「フラクツヨン」ヲ皿チノ實験

 余ノ使用セルフ氏抗原ハ所謂牛心酒精「エキス」二「ヒョレステリン」チ添カロセルモノニシテ

純樺軍一ナル物質二非ザルハ此魔二喋々スルチ要セサル所ニシテ，期ル複雑ナル抗原二反騰
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スル抗髄モ亦必ズシモ箪一テルモノトハ隈ラザルベキテ皿テ前記各種免疫血清ノニ，三ノ齪

薗喬現象テ判然タラシメンガタメニワ氏抗原ヨリ各「フラクツヨン」テ作製シ，之等「フラクツ

ヨン」テ以チノ實験テ企圖シクリ。但「工一テル」及ビ「アツェトン」等ノ「リポイド」二対スル

溶解度ハコレ等溶媒ノ温度二体リテ影響セラル・所甚大ナルチ皿テ余ハ可及的室温テ調節シ

テ15－17度二保チ同温度ニテ英ノ操作テ完了セルモノナリ．

「工■テノレ」不溶解性「フラクヅヨソ」・・．・ ・（F I）

顯糊ユキ謐蜒tラクツイllllllふ算r；；ll11機

 先ヅ各「フラクツヨン」ノ濁立セル抗原性テ検セント欲シ各「フラクツ目ン」二豚血清テ加ペ

タルモノナ以テ家兎テ冤疫シテ得幻レ血清二就キ英ノ抗原性テ絵スルニF、エバ航原性最モ

少ク，F．II之二玖デ少ク，F．III最モ大ニシテメルク製「レテ・ン」二於ケルト同様二基ダ

彊度ニソノ抗原性テ護揮シ，然モ各航「フラクツヨン」血清ノ手心酒精「エキス」二対スル態度

モ亦各「フラクツヨン」ノ抗原性二比例シテ出現シクリ（第2表及ビ第12表白兵ノー至其ノニ）．

      第十二表  英ノー  各「フラクツヨン」ノ抗原性二就テ

渥射 家兎 血 蒲稀緯倍 敷 1マ氏
I

抗原 番號一」1 2 4 8 16 32 64 128250 反騰

1 柵 什 ± 一 一 一 ■         一 一FIl
十

2 冊 柵 一 一 一 一 一      一 一 十

3
FI工 冊冊冊冊斑±一一一1＋1

4              1P柵榊柵十一一一一r＋j

6

州柵州冊舳拙一 一 一
F玉n

7 拙 ・冊 舳 冊 冊 榊 什 一 一

1＋

i

     謹．反藤用抗原ハ注射二用ヒタル毛ノド同一ニシテ生理的食盤水｛テ6倍二稀

       癬ス．

 而シテFIハ主トシテ含窒素類月旨肪髄ニシテソノ抗原性ノ少キバ諸家（㈹MacLem｛閉伊

藤）ノ實験二於デモ明ナルテ以テ余ハ爾後ノ實験二於テハ専ラFII，Fmノ爾「フラクツヨ

ン」及ピメルク製「レテ・ン」チ使用スルコト・セリ．

 玖二足等抗血清ト営該抗原皮ビ手心「エキス」トノ間二交錯的吸牧試験テ試ミクリ．

 帥FII冤疫家兎血清二就キ英ノ威綾ヲ横スルニ該血清テ手心「エキス」ニテ吸収スル時ハ

FII二対スル「レアギン」ノミ健二褒リテソノ他ニハ陰性二絡リ，FHニテ吸牧スル時ハ各

作用航原二掲スノレ反騰総テ陰性二絡ルモFIII及ピ「レテ・ン」テ皿テ吸牧ゼルモノニ於テハ

FII二対スル「レアギン」ノモ誼明サレ英ノ他ノ抗原二対シテ八等シク陰性テ星シタツ．

 依是観是F．IIハ濁立ノ抗原性テ有スルモ手心「エキス」ノ如ヰ複雑ナル物質中二於テハン
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第十二表

眞  囲

英ノニ

桂射 家兎． 血清稀耀借藪抗原 番號一 1248153264128250
1

冊州什ロー一一一一FI
2

柵舳sp一一一一一一
3

舳柵柵冊・冊％一一一
F工I 4

柵冊幸冊冊柵±一一5

珊朴柵冊柵片一一一
6

冊朴柵冊柵柵→一一F］工I 7

糾舳柵・柵州甘一一一8

舳洲舳俳拙拙耕一一
  註・反照用抗原＾手心「エキス」

ノ抗原性ガ減弱シテ存在スルモノト、思考サルベシ（第I3表）．

   第十三表  FII血清二就チノ吸収試験

吸収抗原

非吸攻

手心「エキス」

FII：

F III

「レチチン」

反騰用抗原

牛心「エキス」

F II
F m

「レチチン」

手心「エキス」

F n
．I．Il

「レチチン」

手心rエキス」

F II
F 1II

「レーチチソ」

手心「エキス」

F n
F m

「レチチン」

手心「エキス」

F II
F 皿I

「レチチン」

血清稀榛倍数
4 8 16 32 64 128

1珊柵舳一一一冊 十 一 一 一 一
州 州 舳 冊 一 一

1冊柵舳冊 sp 一
十 一 一 一

件 土 一 一

州 ±

叉F III免疫血清テ前言略航原テ以テ吸牧スル時ハ手心「エキス」ニテ吸牧セシ場合ニハ該

      【204】



ワッセルマy氏「レアギン」二關スル知見補遺 205

「エキス」二勤スル「レアギン」ト同時二FII二対スル「レアギン」デモ吸牧シテFIII及ピ「レ

テ・ン」二勤スル「レアギン」ヲ残存シ，＝F Hニテ吸収セシモノハ手心「エキス」ノ場合ト同様

二年心「エキス」及ビF II二対スル「レ・アギン」ハ吸牧サル・モF III友ピrレテ・ン」二鞘ス

ル反嬢ハ血清稀緯度ノ相當大ナル財ニテ陽雌二出デ，冤疫抗原ト同一ナルFIIIニテ吸収ス

ル時ハ各抗原二勤スル補題緒合皮確ハ総テ陰性二現レタリ．「レテ・ン」テ以テ吸牧セシ場合

ハ手心「エキス」及ビFIH二対シテ微二陽性二出ルノミニシテ他ハ陰性二絡レリ（第14表）．

第十四表  FIII血清二就チノ吸牧試験

血 清 稀 標 倍 敷
吸収抗原 反騰用抗原

4 8 16 32 64

    ■關S「エキスJ ・柵 淵 土 一 一

F II 朴 ■ 一 口 ■
非 吸 攻 F 皿I 洲 冊 榊 sp 一

「レチチソ」1 淵 拙 舳 柵 ，

手心「エキス」 一 一 ■ 一 一

F II
■ 一 一 一 ｝

手心「エキス」
F 11I 拙 土 一 一 一

「レチチy」 十 一 一 一 ■

    i關S「エキス」 一 一 ． 一 一

F II
一 ■ 一 一 一F  II

F 1－I 州 舳 ± 一 一

    ．uレチチーy」一 柵 柵 一 一 ■

手心rエキス」！
一 ■ 一 一 一

F 皿
一 ． 一 ■ 一F  m

F 11I
一 □ 一 一 ■

    1uレチチソ」i ・■ 一 一 一 一

牛㌻「エ言刈1    ■ F I1I l ± 一 一 一 ・

一 一 一 ■ 一
「ソチチン」

什 ■ 一 ■ 一

    一茶激eチン」1 一 一 一 一 一

 廓コノ吸収試験ノ結果ヨリ観ルニF IIIハ冤疫學上FIIトハ基ダ相違セル性状ラ有シ，

「レテ・ン」トハ比較的相似セル性赦テ有スレドモ手心「エキス」中ニテハソノ抗原性テ護揮ス

ルコト少キ濁立セル抗原性テ有スルモノダルテ知ルナリ。

 10％ノメルク製「レテ・ン」二豚血清テ加ベテ冤疫シタル抗血清テ前述諸種航原ニテ吸牧ス

ルニ手心「エヰス」及ビFmテ以テ吸収セシモノハ「レテ・ン」二対スル「レアギン」ノ外線テ

吸牧サレ，F IIテ以テ吸収シタルモノハF H友ビ手心「エキス」二部スル「レアギン」テ殆ド

完全二吸牧シ，Fm及ビ「レテ・ン」二部スル「レアギン」ハ殆ド吸牧サル・コトナクシテ存

在ジ，「レテ・ン」テ以テ吸収セシモノニ於テハ「レテ・ン」自己二勤スル抗原ノ吸牧窩不充分

ナリシガ他ノ「レアギン」ハ完全二除去セラレタリ（第十五表）．

                 【．205】



206 買    岡

第十．亙表 「レテ・ン」血清二就チノ吸牧試験

                血  蒲  稀  緯  倍  数

吸敢抗原反騰用抗原  一一一48163264128250500
      1手心rエキス」l1冊

非吸攻；F II川        F   nI  1 朴
      rレチチ。」1冊

      』手心rエキス」1－
      1。 。。 ＿
手心「エキス」
      l F m   －
      irレチチ・」！1w

     1手心rユキλ」1＋

       F   II    －
F   II  l

     l F m  榊
     1rソチチ・」拙

     手心「エキス」 一
       F   II    －
F   1II

       F   III    一

     「レチチン」 冊

       手心「エキス」1－

        F   II  一 一
rレチチン」     ；
        F   m    一

       「1ノテチy」 柵

朴

冊

舳

舳

■

・

一

冊

一

■

冊

冊

ロ

ー

，

柵

＾

一

一

土

刊冊   ≡；P   一    一    一    一

十   一  一   一   一  一

冊十  州芒  十   一   一   一

州   柵   榊   冊   十ト  一

一           一           一          一           一           ■

・           ．          一           一           一           一

馬         ・         ，         一         一         一

榊  柵  冊  柵  一  一

■           一           8          ■           ■           一

一            ■            ■            ■            一            一

冊   sp  ・・  一   一   一

州   州   朴   榊   一   一

・          一          一          一          ■          一

一         ■         一         一         i         一

‘           一           一           一           一          一

州  十  一  一  一  一

一         一         一         一         一         一

｝         一         一         一         一         一

一          一          一          一          一          一

一         一         一         ■         一         一

 此ノ「レテ・ン」抗血清ノ吸牧試験ノ結果ヨリ該航血清中ノ「レアギン」ハ免疫二用ヒタル

「レテ・ン」二部シ特異性テ有スレドモ該血清ヲFmニテ吸収スル時ハソノ「レテ・ン」二対

スル反騰度テ可ナリ減弱セシムルラ以テFIII中ニハ「レヂ・ン」或ハ「レテ・ン」酷似ノ物質

テ合有スルモノト想到セラル・ナリ．

 印以上ワ氏抗原中ノ各rフラクツヨン」二野スル抗血清ノ分析的研究ノ結果余ノ作製セル各

rフラクツヨン」八相互二類似セル性質テ多分二有スレドモ，然モ筒李聰然タル抗原性ノ濁立テ

示セリ．

 次デFII，FIII並ξ「レテ・ン」ノ徽寄人並涛及ビ徽妻家兎血清二勤スル補騒結合反騰ノ

結果テ観ルニコノ三者中FIIテ抗原トスルモノ八反鷹最モ弱ク，Fmテ抗原トスル場合ハ

徽寄人血清ト家兎血清ノ別ナク常二牛心酒精「エキス」テ使用スルト殆ド遜色ナク補髄結合皮

臆陽性テ星シ，rレテ・ン」ハ徽捨人並溝二対シテハFIII二比シ縮合贋低キモ徽妻家兎血清

二対シテハ手心酒精「エキス」並二FIII二比シテ何等遜色ナク補職緒合反騰陽性テ呈シクリ

（第16表白共ノー至其ノニ）．

 コノ關係ハ「フラムベシア」鼠咬症「トリパノゾーマ」感染家兎血清及ビ手心「エキス」ヲ以テ

冤疫セル家兎血清二於デモ適舳サルベヰモノニシチコレ等各種ノ血清二数シテモFIIヲ抗
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     第十六表     英ノー
徽護人並庸ト手心「エキス」昏「フラクツヨン」重二「レテ・ン」トノ補鑓結合反騰

血清 血蒲稀爆倍数反騰抗原
番號 4 8     16     32     64     128    250

’

  I關S「エキス」 【 洲     冊“     刊冊     ｛冊    9・ヨp    一     一

FII1 甘±一一一一一F1II 榊冊柑’一一一一「レチチツ」

榊十一一■一一手心rエキス」

州珊州冊郷士一FII2 冊冊什一一一一FIII 柵州柵舳冊・一「レチチン」

榊榊榊甘一一一手心「エキス」 ・冊柵・冊什一一．FI工3 ・冊上一一一一一FI1I 州州什一一一一rレチチy」 州淵％一一一一
 謹．「レチチン」ハソノα06％「アルコール」’溶液テ其他ノ手ノバ原液チ食襲

  水ニテ6倍皇稀繰シタル手ノテ反騰用抗原ドセ〕．

     第十六表    其ノニ
徽妻家兎血清ト手心「エキス」各「アラクツヨン」及ビ「レテ・ン」トノ補騒結合反磨

一

家兎 血蒲稀癬倍藪反膿抗原
番號

1 2 み 8163264一’

’手心rエキス」

冊冊榊冊舳十一FIIN1 冊’冊州耕一一、Fm 冊榊柵舳榊一一「レチチン」1

柵冊柵柵純一一手心「エキス」

冊柵柵一一ローFIIN2 井土一一一一一FI■ 冊舳拙一一一一「1ノチチソ」

榊舳拙35p、一一■’一〇

手心rエキス」！

・冊冊州％一一一FIIN3 土 一 一一一一一FIII 冊冊拙一一一一rレチチy」， 十冊柵舳件一一口
原トスルモノハFIII火ビ「レテ・ン」テ税原トスルモノニ比シテ殆ド例外ナク補鑓結合反騰

減弱シ，F IIハ只rトリパノゾーマ」家兎血清ノ1例（197號）二於テノモ「レテ・ン」テ抗原ト

スルモノニ比シ強ク現レタルニ過キズ．而シテF IIIハコレ等被検各種血清ノ何レニ勢シテ

モ最モ強ク補髄結合皮鷹陽性テ呈シ手心「エヰス」テ抗原トセル場合ト殆ド同一程度二反騰ノ

陽性テ示スモノナリ（第17表一第20表）．
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第十七表 「アラムベシァ」家1兎血清ド手心「エキス」各「フラクツヨ

   ン」及ビ「レテ・ン」トノ補鰐総合反確

家兎

番號

1

2、

反騰抗原

牛心rエキス」1

F II
F 1II

「レチチン」」

血蒲稀躍倍鞍
11 2 4 8 163264128250

1冊舳冊州第一一．一一
州州什一一一一一一1舳舳舳柵一一一一一
冊冊冊十一一L一一一

牛心「エキス」≡コ州 朴 柵 州 柵 十 ■ 一 ■

・1・1冊冊州舳上一一一一
FnI1柵舳榊州舳一一一一「レチチy」≒柵 柵 舳 朴 拙 一 一 一 一

策十八表 璽咬症家兎血清｝手心「エキス」各「フラクツヨン」及ビ

   「レテ・ン」トノ補鰐結合皮膳

家兎

番號

1

2

反騰抗原

牛心rエキスJ；

F n
F III

「レチチン」

手心rエキス」．

FII G
F 皿 1

「レチチン」1

血蒲稀鐸倍数
1    2    4－I  8    16   32   64   128   250

1冊柵舳冊榊冊十＿＿
拙什一一・｝一一一州冊一 B郷十一一一一札糾一 一 一 一一 一一

冊柵柵舳朴一一一一
州冊5p一一一一一口6柵 州 州 舳 εp 一 一 一 一

冊冊州什一一一■一

策十九表  「トリパノゾーマ」家兎血清ト手心「エキス」及ピ各「7

   ラクッヨン」及ピ「レテ・ン」トノ補誰結合反騰

家兎 血 清 稀 鐸 借 藪
反腱抗原

番號 1248163264128250
手心rエキス」 柵柵冊冊冊州朴斑一F  II

164 冊 柵 冊 榊 榊 冊 什 一 一
F  m 冊 冊 州  柵 舳 州  州 併  一

「レチチニ■」． 榊  洲  朴  舳  冊  舳  柵  一  一

手心rエキス」 榊  舳  州  柵  州  什  一  一  一

F  II
197

州十   冊冊   珊一   珊冊   拙十   昌p   一    一    一

F  1工I 舳 舳 州  州 柵  十  一 一  一

「レチチy」 冊 榊 舳 甘 一 一 一 一 一
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第二十表  手心「エキス」冤疫家兎血清ト手心「エキス」及ピ各「7ラ

       クツヨン」及ビ「レテ・ン」トノ補魑結合皮臆

血清 血清稀癩借藪反腱抗原
番號

1    2    4    8    16   32   64   128  250

1手心r主キス」1

拙柵榊州舳州舳十一F I正1 榊柵拙柵壮一一■一F 1n 舳舳柵柵州冊柵一一rレテ・チy」1

舳朴州舳冊冊冊一・
手心rエキス」1  一

’柵拙拙柵舳州十一一
2 FIIl 冊拙舳上一一一一一F 1II 州州舳冊州舳±一■「レチチy」i 冊榊冊舳冊冊一一一

 凡ソ臓器テ「アツートン」テ以テ鹿理スノレ際「アッ主トン」溶解性「フラクツヨン」ニハ「アォ

スフアチード」ノ含有サル・コト極微量ニシテ，主トシテrヒョレステリン」，rヒョレステリ

ン，エステル」及ピ中性脂肪，脂肪酸等ヨリ威リ，「アツェトン」不溶解性「フラクツヨン」ニ

ハ主トシテ「レテ・ン」，「ク7アリン」等ノ「フォスファチード」テ含有スルモノナルテ母ヘバ

FIIノ各種ワ氏反磨陽性血清二割スル補鐙結合皮臆ノ低キバ或ハソノ中二含有サル・「7中

スフアチード」ノ少量ナノレ二基因スルモノニ非ズヤトモ想像セラレ，所謂王氏反磨抗原ニハ

「レテ・ン」ノ如キ「7才ス7アチード」ノ存在テ必要トスルモノ・如ク思考セラルベシ．

 次二徽寄人血清徽妻家兎血清並二「アラムベシア」，，鼠咬症，「トリパノぐ一マ」感染家兎血

清及ビ手心「エキス」冤疫家兎血清チ、使用シ手心「エキス」・FII・F m及ビ「レテ・つテ皿

テ吸牧試験テ行ヒダルニソノ威鐘ハ、第2I表二示スガ如シ．

 部是等6種ノ血清ハ吸吹前ニハ大鎧同様ノ反騰性テ示セルガ，先ヅ手心「エキス」ニテ吸牧

セル後ノ上澄ハ從來展々述ベシ如ク，総チノ抗原二対スル反磨性テ殆ド完全二油朱シ，此紬

二於テハ6種ノ血清ハ金ク同一ノ性状テ有スルモノ・如ク見ヘタリ．FII抗原ニテ吸収スル

時ハ該抗原二対スル反確性タ全ク清一矢或ハ著シク減退シ，他ノ3種ノ航原二対シテモ稽反確

度チ易易滅スルハ総テ同様ナリキ．玖二FIH抗原ニテ吸牧スル時ハ徽寄人血清及ビ徽毒1家兎

血清二於テハー様二4種ノ抗原二勤シ陰性トナリ，「フラムベシア」家兎血清ハ殆ド陰性二近

ク，「トリパノゾーマ」家兎血清ハ該抗原二対シ全然陰性二，他ノ抗原二対シ著シク陽性度テ

減ジ（實験脚2例共同様ナレドモ或ハ吸収麗置ノ不完全ナリシタメカトモ思考サル）鳳咬症家

兎血清二於テハ手心「エキス」二対スル反騰ノミ残リ，手心「エヰス」冤疫血清二於テハ，唯

FIII抗原二対シテノミ陰性ニシテ他ノ3種ノ抗原ハ判然陽性二留レψ．「レテ・ン」ニテ吸

収スル時ハ徽寄人並括，徽妻家兎血済「フラムベシア」家兎血清及ビ鼠咬症家兎血清ハ何レモ

手心rエキス」二対シテノミ陽性二止マリ，rトリパノゾーマJ血清ハ手心rユキ’ス」及ビFII二

対シ弱度陽性ニシテ，手心「エキス」冤疫血清ハ「レテ・ン」二対’シテノミ陰性ニテ他ノ三反磨

ハ判然陽性二出現セリ．
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例宛テ記載セルニ過ギザレドモ實．験ノ全髄ヨリ見ルニ鐵寄人血清，徽妻家兎血糖及ビ「アラ

ムベシア」家兎血清中ノ「レアギIン」ハ金ク同一性炊テ有シ，ソノ他ノー3種ノ血清ハ何レモ前
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者二基シク相似タルモ然カモ前者及ピ相互間二幾分宛異ナレル僅朕ノ「レアギン」テ有スルモ

ノト思考セラ1ノタリ．

第四章総括及ビ結論

 以上述ベタノレ實駿威綾ト從來ノ文献テ総合シ，余ガ本來ノ研究目的タル各種冤疫血清中ノ

所謂ワ氏「1ノアギン」ノ比較，延イテワ氏rレアギ：・」ノ護主機榑テ考察スルコト次ノ如シ．

 先ヅ条種冤疫血清中ノワ氏「レアギン」ノ比較テ試ムノレニ．

 （1）各種免疫血清ワ氏反騰ノ’致セル事項

  （イ）余ノ使用セル冤疫血清ハ何レモ家兎二於テ極メテ容易二作リ得ル二反シ，海猿或

 バ「マウス」二於テハ殆ドワ氏反騰テ惹起セシメ得ザルハ先人ノ報告ト殆ド金クー致セル所

 ナリ、

  （口）各種冤疫血涛中ノン氏「レアギン」ハー様ニワ氏抗原（「ヒョレステリン」加年心酒

 精「エキス」）テ皿テ吸収セラル．此一事テ皿テ各種血清中ノワ氏「レアギン」ハ同一性状ノ

 モノト見微サル・ガ如キモ所謂ワ氏抗原八種々ノ濁立セル抗原性テ有スル物質ノ混和セル

 複雑ナル品物ニシテ，余ガ7氏抗原ヨリ3種ノ「フラクツヨン」テ作リテ交錯吸牧試験ヂ施

 行セル結果二体レハ徽寄人並溝，徽輩家兎血清及ビ「フラムベシア」家兎血清ハ金ク同一テ

ール性状テ有シ，鼠咬症家兎血清，「トリパノゾーマ」家兎血清及ビ手心「エヰス」免疫家兎血

 清ハ前者等ト極メテ相似クルモ然カモ前者等及ビ相互間二幾分宛異ナレル性状テ示セリ．

 （2）各種冤疫血清ワ氏反騰ノー致セチル事項

  （イ）徽寄人血清，徽妻家兎血清，「フラムベシア」家兎血清「トリパノゾーマ」家兎血清

 及ビ「リポイド」冤疫家兎血漬ハ何1ノモワ民反騰ト同時二常三M．T．R及ビ村田氏反磨モ

 陽憧二出現スル二反シ，鼠咬症家兎血清二於テハ爾沈降反磨ノ出現極メテ不規則ナリ．’

  （．口）・病原騒感染家兎二於テハ「サルバルサン」ノ注射二由リテ病竈治癒ト共二速二血

 中ワ氏「レアギン」一ノ消失ヲ來スモ「リポイド」冤疫家勇二於テハ全然rサルバルサン」ノ影

 響テ認メス．

  （ハ）徽寄人並涛，徽妻家兎血清及ピウラムベシア」家兎血清ノワ氏反磨ハ熟鉦航強ク

 且加熱温度ノ上昇一ト共二徐々二階段的二消失スル三反シ，ソノ他ノ免疫血清ノワ氏反騰ハ

 熟抵抗弱ク加熱温度63度ラ境トシテ俄然墜落的二消失ス、

 以上ノ蔵緯ヨリ見ルニ，徽寄人並溝，徽妻家兎血清及ピ「フラムベシア」家冤血清中ノワ氏

「・・アギン」ハ金クー致セル性状テ有シ，ソノ他ノ冤疫血清中ノワ氏「レアギン」ハ前者等ト酷

似スレドモ総カモ愉ホ全然同一物ナリト調ヒ得チル可シ．裁二於テ想起スルハワ民抗原ト

「アナローグ」ノ關係ニアルラォルスマン氏税原ニシテ該抗原ハ護見ノ欝初二於テハ箪一ナ

ル品物ノ如ク考ヘラレタルモ共役検索ノ範園搬1大スルニ從ヒ純粋軍一ナル物二非ザルコト判

明シ，互二和類似セル抗原群ノ命名’トナリ，從テフオルスマン氏税誰モ，之二相対腔シテ

互二酷似セル抗髄群テ指スモノトナレ．リ．．（‘！！）小島㈹丸山斗王氏抗原一折髄間ノ開係二

                  〔21一】



2ユ2 眞     偶

於デモ，或ハ同様ナル可能挫テ推定スルヲ得バ，前述ノ謙成績テ極メテ容易二説明シ得ベ

ク，徽毒及ピ「フラムベシァ」感染ノ際ノワ氏「レアギン」テ定型的ワ氏「レアギン」トシ，ソノ

他ノ冤疫血清中ノ2．氏「レアギン」テ非定型的ワ氏「レアギン」ト見傲スラ穏當ナリト思考スー

 次ニカ・ルフ氏「レアギン」テ護士セシムル抗原ノ山來或ワ氏「レアギン」ノ護主機韓二開シ

テ考察スルニ現今大勢テ支配スルフ氏反膝テrリポイド」一折rリポイド」航鰐反旗トナス學諭

テ大別シテ次ノー三詮トナスコトテ得ベシ．帥（1）病原特異説（｛5〕F．K1opstoc1o，UηHO1tz町

u・Ssuschkowa etじ），（2）自家「リポイド」抗騒説（｛’，S肌ks，〔1！〕三田教授等）友ビ（3）多種抗

麗識（（1帥B1nme耐hal etc・）之テリー而シテ特二自家「リポイド」抗誰詮ノ支持者中二於テハ向

幾派カノ學諭アリテ，之等ハ各々典實験的根擦二由リテ自説ヲ護表シ，未ダ統一七ラレザル

状態ニアルモノニシテ期ノ如ク紛糾セル所以ノ大部ノ責任ハ各研究者ノ使用セル培養「スピ

ロヘータ」ノ性松二蜻スベキモノト考ヘラル．余ハ今日迄不幸ニシテ，余ノ使用セル病原麓

ノ純粋人工培養テ使用スルノ機曾ナク，從ツチ抗原ノ由來二鰯シテ最モ重要ナリト思考セラ

ル・病原騒方面ヨリノ研究ハ皆無テルモ㈹F．K1oPsto・kガ培養rス・パ」ラ家兎或ハ馬二注

射シテ三氏反磨陽性タラシメ，更二該rス・パ」rリポイド」ガー般ワ氏反鷹用抗原トシテ，臓

器「リポイド」ト匹敵或ハ，ヨリ優秀ナルコトテ主張シ，然カモソノ賛成者ヲ有スルコト，及

ビ死滅「トリパノゾーη（㈹L・nd・t㎝i町u．S・hee・）rコレラ」歯並ニソノ他ノ細菌「リ・ボイ

ド」（エ20）石原及ビ吉田，舳吉則）軍濁テ家兎二注射スルモ，コク家兎テシテワ氏反旗陽性タ

ラシムル事費ヨリ顧ルニ所謂Z氏抗原ハ．Z氏抗原ト回シク，人類ヨリ微生物二至ル迄廣ク生

物界二分布セルコトテ推定シ得ベク，從ツチ病原髄感染ニョリテ自家臓器「リーポイド」ガ

Disp㎝ibeI二変化シ，此慶二初メテ抗原性テ獲得スルモノト考7ルヨリモ寧ロー般免疫鑓護

士二於ケルガ如ク，病原髄自身ノ「リポイド」ガ直接航原タリ得ルト考フル方藩カニ自然的ナ

リト思催ス．

 着シ夫レ，何故二臨床上徽毒及ビ「フラムベシア」感染ノ場合二於デノミ特異的ニワ氏「レ

アギン」テ産生スルヤノ凝間二至リテハ自家「リポイドー」抗駿誘ノ支持者ト離モ明薩ナル説明

ヲ鉄クモノニシテ，臓器「リポイド」ハ生ノ臓器共儘ニテハ抗原性テ有セズ，’ ﾔ々酒精「エキ

ス」トナシテ後更二異種蛋白ラ混和スル手数テ要シ，又rコレラ」菌rリポイド」ハ軍濁ニテ抗

原性テ護揮シ得ルニ拘ハラス，全菌騒ニテハ部ツチ無効テルニ反シ．㈲F．KI・pstock U蓼〕

BIume・thn1等二体レハ，培養「スり寸」ノ全菌騒テ以テ容易ニワ氏「レアギン」ラ産生シ得ル

タ思ヘバ，臨床上徽毒或ハ類似疾患二際シテノミワ氏反悠陽性トナルハ徽毒及ピ「フラムベ

シヤ」病原鵠ハ最モ容易二「リポイド」抗原性テ翻堆シ得ル肌キ性質テ有スルニ原因スルモノ

ナラント思惟セラレサルニ井ズ．

 論結所語7氏抗原ナルモノハ，フォルスマン氏抗原ト同様二軍一ナル物二非チル可ク，

互二酷似セル抗原群ノ総穰ト認ムルナ安當トスベク，人類ヨリ微生物二夏リテ廣ク生物界二

分布スルモノト考ヘラルー從ツチ所謂ワ氏「レアギン」テルモノモ7氏航鑓ト同様二軍一ナル

モノニ非ズシテ互二近似セル「レアギン」群テ纏括スルモノニシテ，臨床上徴毒及ビ「7ラム
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ベシァ」感染ノ際ニノミ特異的二護現スルハコレ等ノ病原題ガ特二容易ニソノ麗内「リポイ

ド」ノ抗原性テ護揮シ易キ状態二置カル・二蹄囚スルモノナラント思考セラル．熱レドモソ

ノ的確ナル解決ハ病原騒ノ完全ナル人工培養テ得ルニ及ヒテ初メテ解決セラル可キモノナル

テ信ズ．

 欄筆・二臨ミ本研究中艦始御懇篤ナル御指導ト御鞭縫テ禿フ篶御核圏ノ努テ腸リタル山田，谷繭教授二

満腔ノ感謝チ棒ゲ，畏友柿下正道君ノ御援助二甥シ深甚ノ謝意チ表ス．
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